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コミュニケーションにチャットツールを導入して 

スムーズかつタイムリーなコミュニケーションを実現 

2020年 03月 19日|株式会社アイ・スリー 

 

 

 

ITエンジニア育成のための教育サービス・コンサルティングサービスや、技術書の執筆・出版を手掛

ける「株式会社アイ・スリー」は、タイムラグの生じるメールでのコミュニケーションからチャットツ

ールでのスムーズなコミュニケーションへ切り替えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】メールでのコミュニケーションには、タイムラグが生じてしまう 

 

設立当初はコミュニケーションツールとしてメールを使っていましたが、メールだと受発信にタイム

ラグが生じます。 
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【導入】タイムリーなやり取りが可能なチャットツールを選択 

 

その点、チャットはタイムリーなやり取りが可能な点にとても

魅力を感じました。チャット利用の垣根が低くなっていたことも

あり、「Chatwork」の導入を決めました。なかでも、Chatwork内で

タスクを管理し、グループで共有できる点も気に入りました。タス

ク管理アプリと切り替える必要がないのがいいですね。私自身が

SE 経験者であり、自分で同様の機能をもつアプリと比較検討をし

ました。 

 

【効果】円滑かつタイムリーなコミュニケーションを実現 

 

 

 

Chatwork導入後はやり取りがしやすく、円滑かつタイムリーなコミュニケーションが可能になりまし

た。タスクの管理・共有もでき、状況確認や対応が的確になるとともに、共有による漏れの防止にも役

立っています。外部パートナーの数が増えても一つのツールで対応可能なのもありがたいです。中小企

業ビジネスにおいては、他企業や情報、顧客との繋がりが大事だといわれているので、SNS を通じた情

報発信の方が、メールよりもビジネスチャンスに繋がりやすいと感じています。 

 

【展望】自社にとって必要なことを見定める 

 

ITツールの導入は効果的ではありますが、目利き力が必要とされます。多くの会社では、業務プロセ

スが属人化しており明確化されていないという問題があります。それをきちんと整理した上で、ボトル

ネックの解消に IT を導入すべきなのです。決して「IT ありき」ではありません。難しそうに思われる

かもしれませんが、使ったことがないもので成功することはないのです。まずは、失敗するつもりで使

ってみることが大切です。安価で手の届きやすいツールから使ってみて、慣れる。そのうち「自分の会

社には何が必要か」を見極める力がつくはずです。最初から劇的な改善を求めるとハードルが高くなる

ので、まずは試してみるという感覚で使ってみることが必要だと思います。 
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ここからアプリの事例ページはこちら 

企業名：株式会社アイ・スリー 

HP： http://www.ix3.co.jp/  

代表者：代表取締役 志賀 澄人 

所在地：東京都豊島区池袋 2丁目 60－2 池袋パークハイ

ツ 2階 

主な事業：教育サービス 

従業員数：なし 

設立日：2010年 

https://digiwith.smrj.go.jp/cocoapp/case/cp577f0000000tyd.html

